
- 1 - 

 

―――――  医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。 ――――― 
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この度、標記製品の【使用上の注意】を改訂致しましたのでお知らせ申し上げます。 

なお、今後のご使用に際しましては、ここに案内致します改訂内容をご参照くださいますようお願い申し上げます。 
 
１．改訂内容（     部：改訂箇所） 

改訂後 改訂前 
(3) 相互作用 
併用注意（併用に注意すること） 
本剤は吸着作用、制酸作用等を有しているので、他の薬剤 
の吸収・排泄に影響を与えることがある。 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
テトラサイクリン系

抗生物質 
テトラサイクリ

ン、ミノサイクリ

ン等 
ニューキノロン系抗

菌剤 
シプロフロキサシ

ン、トスフロキサ

シン等 
ビスホスホン酸塩系

骨代謝改善剤 
エチドロン酸二ナ

トリウム、リセド

ロン酸ナトリウム

等 
抗ウイルス剤 
ラルテグラビル、

エルビテグラビ

ル・コビシスタッ

ト・エムトリシタ

ビン・テノホビル 
ジソプロキシルフ

マル酸塩等 

これらの薬剤の吸

収が低下し、効果

が減弱するおそれ

があるので、同時

に服用させないな

ど注意すること。 

マグネシウム

と難溶性のキ

レートを形成

し、薬剤の吸収

が阻害される。 

 

(3) 相互作用 
併用注意（併用に注意すること） 
本剤は吸着作用、制酸作用等を有しているので、他の薬剤 
の吸収・排泄に影響を与えることがある。 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
テトラサイクリン系

抗生物質 
テトラサイクリ

ン、ミノサイクリ

ン等 
ニューキノロン系抗

菌剤 
シプロフロキサシ

ン、トスフロキサ

シン等 
ビスホスホン酸塩系

骨代謝改善剤 
エチドロン酸二ナ

トリウム、リセド

ロン酸ナトリウム

等 

これらの薬剤の吸

収が低下し、効果

が減弱するおそれ

があるので、同時

に服用させないな

ど注意すること。 

マグネシウム

と難溶性のキ

レートを形成

し、薬剤の吸収

が阻害される。 
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改訂後 改訂前 
 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
セフジニル 
セフポドキシム 
プロキセチル 
ミコフェノール酸モ

フェチル 
ペニシラミン 

これらの薬剤の吸

収が低下し、効果

が減弱するおそれ

があるので、同時

に服用させないな

ど注意すること。 

機序不明 

－中略－ 

活性型ビタミンD3製

剤 
アルファカルシド

ール、カルシトリ

オール等 

高マグネシウム血

症を起こすおそれ

がある。 

マグネシウム

の消化管吸収

及び腎尿細管

からの再吸収

が促進するた

めと考えられ

る。 

milk-alkali 
syndrome（高カル

シウム血症、高窒

素血症、アルカロ

ーシス等）があら

われるおそれがあ

るので、観察を十

分に行い、このよ

うな症状があらわ

れた場合には投与

を中止すること。 

機序：代謝性

アルカローシ

スが持続する

ことにより、尿

細管でのカル

シウム再吸収

が増加する。 
危険因子：高

カルシウム血

症、代謝性アル

カローシス、腎

機能障害のあ

る患者 

大量の牛乳 
カルシウム製剤 

リオシグアト 本剤との併用によ

りリオシグアトの

血中濃度が低下す

るおそれがある。 
本剤はリオシグア

ト投与後 1時間以

上経過してから服

用させること。 

消化管内 pH
の上昇により

リオシグアト

のバイオアベ

イラビリティ

が低下する。 

ロキサデュスタット

バダデュスタット 
これらの薬剤と併

用した場合、これ

らの薬剤の作用が

減弱するおそれが

ある。 

機序不明 

炭酸リチウム 高マグネシウム血

症を起こすおそれ

がある。 
 

 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

セフジニル 
セフポドキシム 
プロキセチル 
ミコフェノール酸モ

フェチル 
デラビルジン 
ザルシタビン 
ペニシラミン 

これらの薬剤の吸

収が低下し、効果

が減弱するおそれ

があるので、同時

に服用させないな

ど注意すること。 

機序不明 

－中略－ 

活性型ビタミンD3製

剤 
アルファカルシド

ール、カルシトリ

オール 

高マグネシウム血

症を起こすおそれ

がある。 

マグネシウム

の消化管吸収

及び腎尿細管

からの再吸収

が促進するた

めと考えられ

る。 

大量の牛乳 
カルシウム製剤 

milk-alkali 
syndrome（高カル

シウム血症、高窒

素血症、アルカロ

ーシス等）があら

われるおそれがあ

るので、観察を十

分に行い、このよ

うな症状があらわ

れた場合には投与

を中止すること。 

機序：代謝性

アルカローシ

スが持続する

ことにより、尿

細管でのカル

シウム再吸収

が増加する。 
危険因子：高

カルシウム血

症、代謝性アル

カローシス、腎

機能障害のあ

る患者 

記載なし 
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改訂後 改訂前 
 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
H2受容体拮抗薬 
ファモチジン、ラ

ニチジン、ラフチ

ジン等 
プロトンポンプイン

ヒビター 
オメプラゾール、

ランソプラゾー

ル、エソメプラゾ

ール等 

本剤の緩下作用が

減弱するおそれが

ある。 

胃内の pH 上

昇により本剤

の溶解度が低

下するためと

考えられる。 

ミソプロストール 略 略 
 

 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

記載なし 

ミソプロストール 略 略 
 

 
《今回の改訂内容につきましては医薬品安全対策情報（DSU）No.311（2022年9月）に掲載される予定です。》 
 
２．改訂理由 
＜自主改訂＞ 
〇「(3)相互作用 併用注意」の項に、相手薬剤の添付文書の記載に合わせて「抗ウイルス剤（ラル

テグラビル、エルビテグラビル・コビシスタット・エムトリシタビン・テノホビル ジソプロキシル

フマル酸塩等）、リオシグアト、ロキサデュスタット、バダデュスタット」を追記しました。 
〇「(3)相互作用 併用注意」の項において、相手薬剤の販売中止に伴い「デラビルジン、ザルシタビ

ン」を削除しました。 
〇「(3)相互作用 併用注意」の項に、症例蓄積により「活性型ビタミン D3 製剤との併用による

milk-alkali syndrome」a ,b , c 及び「炭酸リチウム」d , e を追記しました。  
〇「(3)相互作用 併用注意」の項に、文献報告により「H2 受容体拮抗薬（ファモチジン、ラニチジン、

ラフチジン等）、プロトンポンプインヒビター（オメプラゾール、ランソプラゾール、エソメプラゾ

ール等）」fを追記しました。 
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<< 改訂後の添付文書情報は、弊社ホームページ（https://www.sioe-pharm.co.jp/）でご覧いただけます。>> 
 

 
 

 

  

医薬品添付文書改訂情報等につきましては、医薬品医療機器総合機構のホームページ（https://www.pmda.go.jp/）

に掲載されています。併せてご利用ください。 
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